
編 　集 　後 　記

����年の末近くに編集会議を終え，����年の年明けと共に，川崎医療福祉学会誌第��巻 �号をお届
けできることになりました．投稿者の皆様，査読をして下さった��人近くの方々をはじめ，関係して

くださいました多くの方に感謝申し上げます．
本学会誌は �年に �号を出していますが，その編集には大学の各学科から選ばれた編集委員が当っ

ています．委員長，副委員長を含め��人が構成員です．����年の �月には新学部が誕生しますので，
学科の数も増え，次号からは編集委員の人数も多くなるのでしょう．
定例の編集委員会議の日程は大学の年間行事予定に組み入れられていて，決まった曜日の決まった

時間に開かれます．会議の始まる時間になると，廊下のあちこちから足音せわしく委員達が集まりま
す．会議のための資料は事務局が前もって整えてくれていますが大変有能な事務局員の働きに支えら
れて，編集会議は委員長の下で進行します．時間は �時間に限られ次々の議事進行で，居眠りなどす
る委員は誰も居ません．

査読の進捗状況が順次報告され，論文によっては再査読中，再々査読中と質の高い論文の完成に向
けて，研究者と査読者の粘り強い努力が伝わることもあります．����年には，査読結果の報告をより
明らかにしやすいものに改めるために，報告書の書式を検討しました．査読結果によっては，至急に
と臨時の編集委員会の召集がかかることも少なくありません．論文の主題が『倫理』の問題を扱って
いる場合などは，会議で重い内容の話し合いをすることになります．研究者として報告したいことで
あっても，社会に公表するには慎重な検討を経ねばならないのは当然のことでしょう．
以上，編集会議の様子などを少しお伝えし，多くの人の力の結集した結果出来上がっている本誌が

皆様に役立つことを願って，編集後期と致します．
編集委員 　　岩 　村 　由美子
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